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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 「ふくみらい」は施肥窒素量が多いほど収量が増加する傾向がみられたが、乳白粒等の増加によ

り品質が低下すると同時に玄米タンパク質が増加し、味度値が低下する傾向がみられた。 

 「ふくみらい」において、登熟歩合85%以上を確保し、1等相当の玄米品質を得るには、m2当たり籾

数の上限を約3.6万粒以下に抑える必要がある。 

 m2当たり籾数を約3.6万粒以下にすることにより、稈長は約88cm以下となり、倒伏程度100以内に

抑制された。 

 玄米タンパク質、味度値をも考慮した最適基肥窒素量は「ひとめぼれ」並の5～6kg/10a程度、追

肥は幼穂形成期に2kg/10a程度である。

２ 期待される効果

 「ふくみらい」の高品質、安定生産が図られる。

３ 適用範囲

 県内平坦部および山沿い地帯で「初星」、「チヨニシキ」の作付け地帯および「コシヒカリ」、「ひとめ

ぼれ」で品質低下が問題となっている地帯である。

４ 普及上の留意点

 過剰な施肥や幼穂形成期以降の追肥は、品質や食味の低下を招くので避ける。
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